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大 道 中 学 校 校 長  

 令和８年度 横浜市立大道中学校経営方針 

 

【校訓】 三愛一好 

    人を愛し 美を愛し 知を愛す 運動を好む 

 

【学校教育目標】   

  主体的に学ぶ態度を育成し、健全な社会性と共生の意識を醸成します。 

<知>主体的に学ぶ態度と確かな学力を身につけさせます。 

<徳>自他を尊重し、積極的・創造的に社会に参画しようとする姿勢を育てます。 

<体>生涯にわたって健康で安全な生活を志向する姿勢と健やかな身体を育てます。 

<公>郷土社会を愛し、持続可能な社会の創り手として、進んで社会貢献しようとする姿勢を 

育てます。 

<開>コミュニケーション能力を養い、多様性を尊重し、他者と共生していこうとする態度を 

育てます。 

<想>相手を心から思い、ともに大道中学校の風土を作っていこうとする意識を醸成します。 

 

【９年間の教育課程で育成を目指す資質・能力】 

 「学習の基盤となる能力：言語能力・情報活用能力」 

相手の思いを受け止めたり、情報を吟味、活用したりしながら、自分や集団の考えを深化・ 

 発展させる力を育成 

「現代的な諸課題に対応する能力：持続可能な社会の創造に貢献する力」 

夢や目標をもち、多様性を尊重し、未来を予測して行動できる力を育成 

 

１．教育目標を実現するための方策 

①  「主体的・対話的で深い学びの実現」をテーマとし、互見授業などの校内研修や小学

校４校とのブロック内研修により、各教科・領域で研究を深め、授業力の向上を図りま

す。また、横浜市や国の学力・学習状況調査、生活意識調査の結果といった客観的なデ

ータを有効に活用し、指導計画・評価計画を策定し、学習計画を立案します。 
 

②  教育活動や校務において生成 AI を活用するなど、「高度情報化に対応した教育 DX

の推進」を行います。また、人権教育の充実といった不易とメタバースの活用といっ

た流行をバランスよく取り入れ、「グローバル化に対応した共生意識の醸成」を実現

し、2030 年の未来に活躍する生徒の育成を目指します。 
 

③  令和の日本型学校教育の実現に向け、個別最適な学びと協働的な学びをバランスよく

取り入れます。また、指導方法や教材を柔軟に提供するなどの「指導の個別化」と、生

徒一人一人に応じた学習課題の提供などにより生徒自身が学習を調整する「学習の個性

化」を実現させます。 
 

 



④  共生意識の醸成に向けたインクルーシブ教育の充実という視点では、特別な支援を必

要としている生徒の学びの場、居場所を確保する校内ハートフル事業の推進、個別支援

学級の充実、ユニバーサルデザインの一般化などに力を入れます。 
 

⑤  給食全面実施にあたり、昼食の時間や総合的な学習の時間、家庭科、保健体育の時間

などを活用し、教科等横断的に食育の充実に努めます。 

 

３．全教職員で大切にしたい視点 

 □Think globally, act locally. 「地球規模で考え、足元から行動せよ」 

グローバル化、高度情報化が急速に進展した現在は、「教育こそが国の発展を支える」

といった OECD の理念を世界中の国が取り入れ、教育改革を実施してきました。また、国

連が提唱する SDGｓの理念を斟酌し、学習指導要領では、多様な人々と協働しながら持続

可能な社会を創造する児童生徒の育成を総則に掲げています。 

いま私たちは、世界や日本の動向を踏まえた広い視野で教育を考えること、目の前にいる

生徒のために何ができるかを丁寧に考えることの両方が求められています。 
 

□学校教育、家庭教育、社会教育の三つの教育 

子供を取り巻く 3 つの基本的環境である学校、家庭、社会における教育は、それぞれが

人の成長にとても大切な意味を持っています。大道中学校は家庭、地域との連携を大切に

して、バランスの良い教育を行います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

□不易と流行 

  教育には、時代が変わっても大切にしたいもの、時代の変化とともに新たに取り入れるべ

きものがあります。これまで大道中学校が大切にしてきた「礼節」や「人権尊重」、「一生懸

命はかっこいい」といった考えなどを引き続き大事にするとともに、国や横浜市が示す新し

い教育理念や指導方法などを、その都度積極的に取り入れていくことが大切です。 

 

 □ペップトーク 

下手糞の上級者への道のりは、己が下手さを知りて一歩目     

最後まで希望を捨てちゃいかん。あきらめたらそこで試合終了だよ。 

湘北高等学校：安西光義監督 

 

君達が弱いということは伸びしろがあるということ 

こんな楽しみなことはないでしょう。       烏野高校 武田一鉄監督 

学校教育 

   


